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会場

府立吹田高等学校　本館２階　会議室

出席者(委員）

開催場所

横山強会長、林宏昭委員、池谷綱記委員、前田武男委員、竹内必勝委員

学校運営協議会 議事録

府立吹田高等学校

守田　岳巳

開催日時 令和３年１２月１４日（火）１８:００～１９:３０　　

次回の会議日程

令和４年２月中下旬（具体的な日程は追って調整します。）

府立吹田高等学校　本館２階　会議室

出席者(学校） 守田岳巳校長、藤井秀雄教頭、湯木貞博事務長、加藤靖之首席、小澤靖典首席

傍聴者 ０名

議題等(次第順）

・令和３年度学校経営計画及び学校評価について
・令和３年度授業アンケートについて（報告）
・令和４年度使用教科用図書の採択について（報告）
・その他

○令和３年度学校経営計画及び学校評価について以下のとおり、質疑応答・意見交換を行った。
中期目標１．関係
質問：生徒に対してメールで連絡を取らないのか。
回答：教員間では使用するが、生徒へはグーグルクラスルームで対応している。
質問：遅刻する生徒について、人数が増えたのか、回数が増えたのか。
回答：どちらもある。多くは小幅の増。多くの生徒は何とか学校に来られている。
意見：起立性調節障害が中学から増えている。単純に遅刻「０」を目指すだけではなく、遅刻する生徒に
　　　ついても、通常の生徒指導だけでは対応できず、不登校の生徒と同様、スクールカウンセラー等の
　　　専門家の協力を必要とする生徒もいるので、きめ細かな対応が求められる。
意見：生徒が家庭で対応できなくても、学校に来ればZoom面接ができるようにする必要がある。
意見：知事が色々と発信しているので、それを上手く活用できれば良いと思う。就職が１か月遅くなり、
　　　学校では時期的に就職と進学がバッティングするので、十分整理して対応されたい。
中期目標２．関係
質問：大学の教授による講義の話があったが、専門の授業をされるのか。
回答：専門の授業を行うので、生徒にとっては中々難しいみたい。
意見：ＥＣＣと連携したグローバル体験プログラムは、コロナ禍で留学生が来られていないこともあり、
　　　少しでも対応できたことは生徒にとって良かったと思う。。
中期目標３．関係
質問：先ほども話が出たが、遅刻については病気の生徒もいる。カウンセラーとどう連携しているのか。
回答：こちらが必要と判断すれば対応。スクールカウンセラー年間１３回来校されている。
質問：遅刻回数ではなく、年間遅刻０回の生徒数を指標にするべき、ちゃんとしていることを評価すべきでは。
回答：検討する。
中期目標４．関係
質問：先生方が大変努力されているので、その姿が生徒に伝わるようにしてほしい。ところで、産学連携は
　　　どう取り組んでいるのか。
回答：博物館と連携している。企業とは、インターンシップで対応。
意見：教員向け研修を６回も行いながら教員の肯定率が下がっているので、原因や対応策を十分検討されたい。
質問：８月に中学校の先生を招いて生徒の話をされたとのことだが、そのきっかけは。
回答：中学校の先生から在校生の状況を聞けるようにとの話があった。
全体を通して
質問：コロナ不安で学校に来られない生徒をどうフォローするのか。
回答：ワクチンを打つまでは登校させられないという生徒が１名いて、オンライン授業を求められた。
質問：オンライン授業は行ったのか。欠席日数はどう記載するのか。
回答：オンラインの個別の対応はできなかった。出席にはできないので「出席停止」扱い。
〇授業アンケートについて以下のとおり、質疑応答・意見交換を行った。
質問：学校教育自己診断票と授業アンケートでは、回答の選択肢の聞き方の順番が異なっているが。
回答：単なる番号の付け方の問題
質問：学校教育自己診断票に清掃の記述があるが、生徒は教室の掃除をしないのか。
回答：担任による。毎日椅子を上げさせるクラスもある。
質問：授業アンケートの文言等は、教育庁の指導によるものか。
回答：文言を少し変えてはいるが、ほぼ教育庁が提示したとおり。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
令和３年度　学校経営計画及び学校評価、令和３年度授業アンケートについ
て、令和３年度學校教育自己診断票、令和４年度使用教科用図書の採択につ
いて

備考


